
平成31年度入学生用カリキュラムマップ 【文学研究科 教育学専攻】

科目番号 科目名 学年 科目目的 到達目標

ディプロマ・ポリシーの項目番号
凡例：◎ディプロマ・ポリシー達成のために特に重要な科目

○ディプロマ・ポリシー達成のために重要な科目
１．知識・理解 ２ ． 技能・表現 ３．思考・判断 ４．態度・志向性
１－１ １－２ ２－１ ２－２ ３－１ ３－２ ４－１ ４－２

19MEDU1111 教育学研究総論 1

教育学・保育学が組み入れられている歴史
的・社会的文脈、学問的文脈から教育・保育
をとらえ、その現代的課題について述べ、そ
れを位置づけるための〈全体的マップ〉を提
供する。

修士課程の学修にふさわしい教育学・保育学に関する理論的土台を身につける。

◎

19MEDU1112 教育学研究特論 1
教育学・保育学の様々な問題に関する先行研
究の文献や自ら執筆した研究ノートなどを読
み、研究を進めるために必要な基礎的知識・
技法を習得する。

①著作・論文などを読んでその内容を理解して要約することができる。
②教育・保育の発展に向けた問い立て、検討課題をあげることができる。
③形式と内容を踏まえた発表資料を作成し、適切な方法で報告・発表・合評す
ることができる。

◎ ○

19MEDU1121 教育学特別研究 1
教育学・保育学の役割を理解しつつ、自らの
問題関心を意識化し、課題を見つけ、その課
題の領域の先行研究を探し、研究方法につい
て検討する。

問題の発見、問題の設定、研究方法の確定、研究の遂行、論文の執筆などにつ
いて具体的で現実的な計画を立てることができる。 ◎ ○

19MEDU1122 課 題 研 究 Ⅰ 1
子どもと学校・教育施設をめぐる教育事象の
中から問題を発見し、問いを立て、それにつ
いて調査し、自らの研究課題と研究方法を確
定する。

①研究対象を適切に選ぶことができる。
②研究対象の今日的な意義を理解し、それを文章化することができる。
③他者の論文に対して、教育学的観点からコメントを加えることができる。 ○ ◎ ◎

19MEDU2121 課 題 研 究 Ⅱ 2
課題研究Ⅰで得た知識と理解をさらに深化さ
せつつ、自らの問題関心や研究内容を客観的
に論述する技法を習得する。

①先行研究を精査する能力を育てる。
②調査データや研究対象を適切に分析し、考察することができる。
③合理的で客観的な内容の文章が書ける。

◎ ◎ ○

19MEDU2122 課 題 研 究 Ⅲ 2
内容構成、論述展開など、アカデミック・ラ
イティングの技法に習熟し、オリジナリティ
ある修士論文の完成に向けた知識と技法を獲
得する。

①修士論文執筆スケジュールを順守し、真摯に自らの課題に向き合うことがで
きる。
②内容構成を吟味し、主体的に修士論文を完成させる意志を有している。
③論理的な考察を取り入れた、独創性のある論文を完成させることができる。

◎ ◎ ○

19MEDU1211 教 育 調 査 法 Ⅰ 1

教育学に必要な実証的データの取り扱いに習
熟することを目的とする。
後期に開講される「教育調査法Ⅱ」の基礎と
なる、測定値の特性・分布と代表値・散布度・
正規分布・母集団と標本分布・統計的仮説検
定の概念・平均値の比較・分散分析の初歩、
まで理解できるようにする。

①測定値の特性・分布を理解する。
②代表値・散布度・正規分布・母集団などの概念を理解する。
③標本分布・統計的仮説検定の概念を理解する。
④平均値の比較・分散分析を行うことができる。 ◎ ○

19MEDU1212 教 育 調 査 法 Ⅱ 1

教育学研究にとって必要な知識および技法を
身につけることが本研究の目的である。特に
修士論文研究に用いることのできる、ノンパ
ラメトリック統計、相関係数、簡単な因子分
析ができるようになることが到達目標である。

実際に自分で調査・実験等のデータを分析できて、学会論文での発表ができる
程度の力を身につける。

◎ ○
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19MEDU1281 学 術 英 語 Ⅰ 1
学術調査・研究に必要な英語文献の検索方法
ならびに英語論文の読解方法を学ぶ。

①学術調査・研究に必要な英語文献の検索方法を理解する。
②英語論文の効果的な読解方法を身につける。 
③読解した英語論文を自分自身の文献調査に役立てる方法を身につける。

◎ ○

19MEDU1282 学 術 英 語 Ⅱ 1

１．学術調査・研究に必要な英語文献の検索
方法、活用方法ならびに読解方法を学ぶ。
２．英文要旨の書き方を理解し、自身の研究
に即した英文要旨を書く。
３．英語での口頭発表資料作成し、実際に発
表する。

①学術調査・研究に必要な英語文献の検索、活用ならびに読解ができる。
②英文要旨を書くことができる。
③英語で口頭発表をすることができる。 ◎ ○

19MEDU1331 教 育 哲 学 特 論 1
教育哲学として重視されてきた哲学・思想の
特徴およびその変遷を把握し、その内容と文
脈について検討する。

①教育に関する重要な基礎概念を理解する。
②基礎概念に関する問題設定が歴史上のどのような背景のもとに生じたのかを
理解する。
③自らの教育観を相対化し、今日の教育に関する議論ができる。

○ ◎

19MEDU1333 教育哲学演習Ⅰ 1
現実の教育事象を哲学の視点から考察するこ
とにより、教育実践や子どもの活動などを、
記述、理解、分析、解釈するための能力を養う。

①教育実践や子どもの活動などを的確な概念を用いて記述・理解できる。
②教育実践や子どもの活動などを多様な角度から分析・解釈できる。 ○ ◎

19MEDU1334 教育哲学演習Ⅱ 1
現実の教育事象を哲学の視点から考察するこ
とにより、教育実践や子どもの活動などを、
分析、解釈、批判、改善するための能力を養う。

①教育実践や子どもの活動などを多様な角度から分析・解釈できる。
②教育実践や子どもの活動などの批判的検証をとおして、発展的改善のための
方針を示すことができる。

○ ◎

19MEDU1342 教育人間学特論 1
教育人間学に関する知識を理解し、子どもの
成長発達の過程において生じる様々な問題を
教育人間学の視座から捉え直す。

①人間の生全般に関わる視点から、子どもの体験や教育という営みを、捉え直
すことができる。
②子どもの成長発達に関わる教育者の役割を探求することができる。

◎

19MEDU1352 教育思想史特論 1

教育や学校に関連する思想家・テーマ・ト
ピック等に焦点を当て、歴史的な観点を踏ま
えながら教育の思想について考察する。

①教育思想が一定の歴史的・社会的・文化的な条件の中で構築され、継承ある
いは変容していく過程について理解する。
②教育の実践や制度がどのような形で教育思想に支えられているのかを理解す
る。
③これからの教育・学校のあり方や課題について、教育思想史的観点を踏まえ
て自らの見解をもつことができる。

○ ◎

19MEDU1353 教育思想史演習Ⅰ 1 教育思想史に関連する国内外の文献の講読を
通じて、研究の深化を図る。

①研究論文・著書を熟読し、正確に理解することができる。
②研究論文・著書に対して批判、考察を加えることができる。 ◎ ○

19MEDU1354 教育思想史演習Ⅱ 1
教育思想史演習Ⅰの課題と関連づけながら、
教育思想史に関連する国内外の文献の講読を
通じて、研究のさらなる深化を図る。

①研究論文・著書を熟読し、正確に理解することができる。
②研究論文・著書に対して批判、考察を加えることができる。
③研究論文・著書の読解を通じて、自らの見解を深めることができる。

○ ◎

19MEDU1362 人 間 形 成 特 論 1

人間形成論の概要を学び、それによって自分
自身の教育観の幅を拡大し自省性を深めるこ
とを通して、受講生が〈しっかりとした学術
的な基盤をもつ自省的実践者へと自己形成す
る〉ための前提を獲得することを目指す。

人間形成論を基礎として原理的統合的思索を深め展開することができる。

◎ ○
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19MEDU1363 人間形成演習Ⅰ 1

あらかじめ人間形成論に関する文献を読み、
それについてレポートし、話し合う。これを
通じて、自分の教育観の幅を拡大し自省性を
深めて、学術的な基盤をもつ自省的実践者へ
と自己形成するための前提を築く。

教育に関する原理的統合的な思索を展開するために、人間形成論に関する基礎
的な知見を獲得する。

○ ◎

19MEDU1364 人間形成演習Ⅱ 1

あらかじめ人間形成論に関する文献を読み、
それについてレポートし話し合う。これを通
じて、受講生が自分の教育観の幅を拡大し自
省性を深めて、学術的な基盤をもつ自省的実
践者へと自己形成するための前提を築く。

教育に関する原理的統合的な思索を展開するために、人間形成論に関する発展
的な知見を獲得する。

◎ ○

19MEDU1432 教 育 課 程 特 論 1
現代日本の学校教育におけるカリキュラム開
発の現状とカリキュラム研究の動向について
理解し、カリキュラム研究をめぐる諸課題を
知ることを目的とする。

日本のカリキュラム開発の現状と課題およびカリキュラム研究の動向について
ひととおりの説明ができ、それらに関する短いエッセーが書けるようになるこ
とが到達目標である。 ◎ ○

19MEDU1433 教育課程演習Ⅰ 1
世界の学校カリキュラムについて受講生が自
らの関心に基づき、調べて整理し、それを発
表することをとおして受講生がともに学ぶこ
とを目的とする。

調べて明らかになったことを整理して、聞き手・読み手にわかりやすいように
発表したり、レポートにまとめることができる。 ○ ◎

19MEDU1434 教育課程演習Ⅱ 1

教育課程演習Ⅰの学習成果をふまえて、日本
の学校カリキュラムの動向について受講生が
自らの関心に基づき、調べて整理し、それを
発表することをとおして受講生がともに学ぶ
ことを目的とする。

調べて明らかになったことを整理して、聞き手・読み手にわかりやすいように
発表したり、レポートにまとめることができる。

○ ◎

19MEDU1442 教育心理学特論 1
幼児・児童の心身の発達や教授法などを含む
教育心理学の知識と、知識を支える方法論、
知識から実践への応用を学ぶことを目的とす
る。

①幼児・児童の心身の発達について基礎的知識を説明できる。
②幼児・児童への教授法を心理学的概念を用いて説明できる。 ◎ ○

19MEDU1443 教育心理学演習Ⅰ 1
現代の教育における心理学的問題に関して、
問題設定、資料の収集および分析をする能力
を高めることを目的とする。

①現代の教育における心理学的問題に関する情報を収集することができる。
②収集した学術的情報を分析し、問題点を把握することができる。 ◎ ○

19MEDU1444 教育心理学演習Ⅱ 1
現代の教育における心理学的問題に関して現
状を把握し、将来的な展望を得るために実地
調査を行う能力を高めることを目的とする。

①現代の教育における心理学的問題に関して、新たな情報を収集する計画を立
てることができる。
②実際にデータを収集・分析し、将来的な展望につなげることができる。

◎ ○

19MEDU1451 教育メディア特論 1
デジタルメディアの背景にある行動主義・認
知主義・社会構成主義に気付き、教育におけ
るメディア利用の今後について考究すること
を目的とする。

教育におけるメディア利用の今後について考究し、それを文章にまとめたり発
表したりすることができる。 ◎ ○

19MEDU1452 教 科 経 営 特 論 1
理科教育を事例として、学校教育における教
科経営に必要な専門的知識を身につけ、教科
経営について深い見識を養うことを目的とす
る。

理科教育の成り立ちや変遷の背景、子どもの自然理解の特徴や授業方略等のう
ちの少なくとも１つについて正しく理解し、自分の言葉で説明することができ
る。 ◎ ○

71000902_文学研究科-教育学専攻_3rd_proof.indd   3 2019/03/16   10:32:23



科目番号 科目名 学年 科目目的 到達目標

ディプロマ・ポリシーの項目番号
凡例：◎ディプロマ・ポリシー達成のために特に重要な科目

○ディプロマ・ポリシー達成のために重要な科目
１．知識・理解 ２ ． 技能・表現 ３．思考・判断 ４．態度・志向性
１－１ １－２ ２－１ ２－２ ３－１ ３－２ ４－１ ４－２

19MEDU1461 教育行政学特論 1
教育の事象を理解するうえで必要となる教育
行政学の諸問題についての全般的な知識、理
解を得ることを目的とする。

教育行政学全般にわたって、より深い知識を習得し、説明することができる。
◎ ○

19MEDU2463 教育行政学演習Ⅰ 2
教育の事象を理解するうえで必要となる教育
行政学の諸問題について、実際に検討するこ
とをとおして理解を得ることを目的とする。

教育行政学に関する知識・理解を、現実の教育の事象についての解釈に活かす
ことができる。 ○ ◎

19MEDU2464 教育行政学演習Ⅱ 2
教育の事象を理解するうえで必要となる教育
行政学の諸問題について、実際の問題解決へ
の展望をもつことを目的とする。

教育行政学に関する知識・理解を、現実の教育の諸問題の解決に生かすことが
できる。 ○ ◎

19MEDU2471 学校経営学特論 2

今日の我が国学校教育をめぐる諸問題に対処
すべき、学校経営上の課題について明らかに
し、学校組織を経営=マネジメントする実践
的・理論的な探求力量を形成する。

①小学校・幼稚園・保育所・児童福祉施設等でのボランティア活動・教育実習
体験等を踏まえ、主に学校・幼稚園・保育所・特別支援学級における学校経営
とその実践実態について、受講者で意見交換を行い、教育・保育実践を語る対
話的なコミュニケーション力を育む。
②意見交換を踏まえ、学校経営・学級経営に係る実践的課題を整理する力を育
む。
③履修学生は、上記①②を踏まえて、教育・保育実践を分析する力量を形成す
る。

◎

19MEDU1473 学校経営学演習Ⅰ 1

１．我が国または海外の初等教育学校・幼稚
園・児童福祉施設等で勤務したり、またこれ
らの教育・保育に係る経営について実践また
は研究を行うに際して必要と考えられる専門
的知識を修得する。
２．上記の学修を通して、教育・保育実践者
または研究者としての資質・能力の向上に資
する。

①受講者は、現代公教育制度の基幹としての学校教育システムとその経営（制
度・行政も含む）に関する内外の学術論文を講読し、学校教育経営学研究の動
向を知る。
②受講者は、もって、専修免許状を授与するに値する初等教育学校（幼稚園お
よび小学校）の教師として修得高度な専門的力量を学校教育経営学の視点より
修得する。

◎ ○

19MEDU1474 学校経営学演習Ⅱ 1

１．我が国または海外の初等教育学校・幼稚
園・児童福祉施設等で勤務したり、またこれ
らの教育・保育に係る経営について実践また
は研究を行うに際して必要な専門的知識を発
展させる。
２．上記の学修を通して、教育・保育実践者
または研究者としての資質・能力のさらなる
向上に資する。

①受講者は、現代公教育制度の基幹としての学校教育システムとその経営（制
度・行政も含む）に関する内外の学術論文を講読し、学校教育経営学研究の動
向を知る。
②受講者は、もって、専修免許状を授与するに値する初等教育学校（幼稚園お
よび小学校）の教師として修得高度な専門的力量を学校教育経営学の視点より
修得する。

○ ◎

19MEDU1531 こ ど も 学 特 論 1

こどもおよび子育てにかかわる事象について
理解する。たとえば基本的生活習慣形成など
のしつけの方策などについてとりあげる。そ
こでは、こどもの種々の行動的特徴とともに
習慣形成の方策やそのつまずきについて理解
する。加えて親子関係や価値意識・倫理観形
成の機序などについても探究する。

こどもおよび子育てにかかわる事象について理解する。

○ ◎
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科目番号 科目名 学年 科目目的 到達目標

ディプロマ・ポリシーの項目番号
凡例：◎ディプロマ・ポリシー達成のために特に重要な科目

○ディプロマ・ポリシー達成のために重要な科目
１．知識・理解 ２ ． 技能・表現 ３．思考・判断 ４．態度・志向性
１－１ １－２ ２－１ ２－２ ３－１ ３－２ ４－１ ４－２

19MEDU1533 こども学演習Ⅰ 1

こどもにかかわることがら、たとえば基本的
生活習慣、子育てと愛着性の形成など親子関
係の成立、価値の形成と転換などにかかわる
先行研究などの文献等を参考にしながら、こ
どもにかかわる種々の研究動向をみながらの
研究の方策について理解してゆく。

こどもおよび子育てにかかわる種々の研究動向をみながらの研究の方策につい
て理解してゆく。

○ ◎

19MEDU1534 こども学演習Ⅱ 1

こどもにかかわることがら、たとえば基本的
生活習慣、子育てと愛着性の形成など親子関
係の成立、価値の形成と転換などにかかわる
先行研究などの文献等を参考にしながら、こ
どもにかかわる種々の研究動向をみながらの
研究の方策について理解してゆく。

こども学演習Ⅰに引き続き、こどもにかかわる種々の研究動向をみながらの研
究の方策について理解する。

○ ◎

19MEDU1542 保 育 内 容 特 論 1

この科目は、乳幼児の発達を促すにふさわし
い内容・方法について分析力を深めるために、
保育内容における基本的な概念の整理と具体
的な保育内容の有り様を分析し、今後の乳幼
児教育内容のあり方を考察することを目的と
している。

保育者として保育内容を構築し、保育の質を高めるために、自らが学び探究で
きる基礎的な力を獲得することを目標とする。具体的には、様々な幼児教育内
容・方法の知識を得て、乳幼児理解と基本的な技法に基づき、一人ひとりの乳
幼児に応じた教育内容・方法の展開ができる力を高めることが目標である。 ◎ ○

19MEDU2551 保 育 学 特 論 2

保育に関する理論、保育所保育指針や幼稚園
教育要領に示される内容とその背景を学び、
それについて吟味することを中心に展開する。
さらに、保育学の研究方法を概観し、それに
ついて学ぶ。これらを通して、保育に対する
総合的で高度な専門的知識と教育研究能力を
育成することを目的とする。

①保育所保育および幼稚園教育の理念および原則を理解する。
②保育内容のねらい、内容、指導法の理解を深める。
③保育の評価について理解する。
④保育所および幼稚園などの保育施設における保育の現状と課題を把握する。
⑤保育学の研究方法について理解する。

○ ◎

19MEDU1553 保 育 学 演 習 Ⅰ 1

「育てる-育てられる」保育という営みや、環
境としての保育者、こどもの成長と発達の過
程について総合的で高度な専門的知識と共に、
保育の今日的課題について協議し、保育実践
研究の意義と方法論について学ぶ。

保育の今日的課題について資料を収集し、考察し、保育実践研究の意義と方法
論についての知見を持つ。

○ ◎

19MEDU1554 保 育 学 演 習 Ⅱ 1

「育てる-育てられる」保育という営みや、環
境としての保育者、こどもの成長と発達の過
程について総合的で高度な専門的知識と共に、
保育の今日的課題について協議し、保育実践
研究の意義と方法論について学ぶ。

保育の今日的課題について自分なりの意見を持ち、保育実践研究に対する意欲
を高める。

◎ ○

19MEDU1561 幼 児 発 達 特 論 1

幼児の発達に関する専門的理解を深め、豊か
な心とからだを育てるための保育の諸課題を
考える。特に身体表現活動に焦点をあてなが
ら、幼児の発達、保育の実践と理論について
学ぶ。

科目修得時には、〈知識・理解〉保育に関する知識理解、〈技能〉論理的思考力、
〈態度・志向性〉保育者としての指導力・研究推進力が身につくことを目標と
する。 ○ ◎

19MEDU1563 幼児発達演習Ⅰ 1
幼児の発達に関する専門的理解を深め、豊か
な心とからだを育てるための保育の諸課題を
考える。特に身体運動の側面から、幼児の発
達、保育の実践と理論について学ぶ。

科目修得時には、〈知識・理解〉保育に関する知識理解、〈技能〉論理的思考力、
〈態度・志向性〉保育者としての指導力・研究推進力が身につくことを目標と
する。 ◎ ○
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１．知識・理解 ２ ． 技能・表現 ３．思考・判断 ４．態度・志向性
１－１ １－２ ２－１ ２－２ ３－１ ３－２ ４－１ ４－２

19MEDU1564 幼児発達演習Ⅱ 1
幼児の発達に関する専門的理解を深め、豊か
な心とからだを育てるための保育の諸課題を
考える。特に身体表現の側面から、幼児の発
達、保育の実践と理論について学ぶ。

科目修得時には、〈知識・理解〉保育に関する知識理解、〈技能〉論理的思考力、
〈態度・志向性〉保育者としての指導力・研究推進力が身につくことを目標と
する。 ○ ◎
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